
菊池寛作品にみる郷土高松 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の菊池さん 夏の菊池さん 
―菊池寛記念館通信― 

高松で生まれ育った菊池寛の作品には、高松の原風景が感じら

れるキーワードが出てきます。本展では、菊池寛の直筆原稿や

ゆかりの地の写真などから、菊池寛作品に描かれた郷土高松を

紹介します。 

会場：菊池寛記念館 常設展示室（有料）、研究閲覧室（無料） 

希望者に夏休み自由研究おたすけワークシートを配布！(7/20～) 

菊池寛記念館コレクション展 

 

特別公開① 

菊池寛直筆原稿 

「屋上の狂人」 

全 20 枚 
特別公開② 

池川直デッサン画 

「父帰る」 

（菊池寛通り） 

 

池川直制作：「父帰る」の群像（菊池寛通りに設置） 

2024.7.2 tue ➡ 9.1 sun 

２０２４ 

第 ６８ 号 

入場無料 

申込不要 
菊池寛記念館 文芸講座  
    

殷初伝説の諸相 
  

日時：8 月 31 日（土）13:30-15:00 講師：古橋 紀宏（香川大学教育学部准教授） 
  

『源氏物語』の政治性 
  

日時：10 月 12 日（土）13:30-15:00 講師：北原 圭一郎（香川大学教育学部准教授） 
  

上記すべて、会場：サンクリスタル高松３階 第 1 集会室 



菊池寛記念館 第 33 回文学展 

サザエさんと菊池寛のうちあけ話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊池寛と長谷川町子の家族 
 

 三姉妹であった長谷川町子には姉と妹がいました。 

 姉の毬子は、画家を目指しており、菊池寛の小説「女性の戦ひ」で

挿絵画家としてデビューしました。左の写真は、その頃の長谷川毬子

と菊池寛のツーショットです。 

 妹の洋子は、菊池寛に文才を見込まれ、無試験で文藝春秋社に入社

しています。 

 長谷川町子の描く菊池寛は可愛らしく、少しドジ。でも長谷川町子

はそんな寛を、とても尊敬していたことが感じられます。 
  

◀長谷川町子の姉・毬子（左）と菊池寛 

夏の菊池さん第６８号  
発行：令和 6 年 7 月 17 日 菊池寛記念館（高松市昭和町一丁目 2 番 20 号／087-861-4502） 
https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kyouiku/bunkabu/kikuti/kantop.html 

 

2024.9.7 sat ➡ 10.14 mon 

講演会 懐かしくて新しい長谷川町子の世界 
 

日時：9 月 28 日（土）13:30-15:00 

講師：川口淳二（長谷川町子美術館館長）、橋本野乃子（長谷川町子美術館副館長、学芸部長） 

料金：無料・予約不要 会場：サンクリスタル高松３階 視聴覚ホール 

 日本初の女性漫画家で、「サザエさん」などの作品を残した

長谷川町子は、菊池寛のことを作品の中で描いています。 

 本展では、長谷川町子の自伝的作品である「サザエさんう

ちあけ話」を中心に、長谷川町子の貴重な直筆原稿・原画を

展示し、鮮やかな町子の仕事と、菊池寛と長谷川家の関りを

御紹介します。 

時間：9:00-17:00（入館は 16:30 まで） 

会場：サンクリスタル高松 4 階 企画展示室 

料金：一般 500 円、大学生・65 歳以上 300 円（要 学生証・年齢確認書類） 


